論文の技法：構成の仕方／注のつけかた／参考文献の書き方

■研究とは





■ロジックの展開　
●何がテーマか。

　そのテーマをめぐって、検証課題を三つのどれかで説明する。

　基本は、対抗軸、時間軸・本質論はその補足と考えてよい。

　実際には、組み合わせになるが、まず中心論議をきっちりさせる。

●ロジックの構図：基本的には、次の三つの論法で足ります。

（１）対抗軸を設定して説明する。

　　　
Ａ　対　Ｂ　これで、「二元図式」が可能。


※２つの軸で、A対日、C対Dをやれば、「四元図式」が可能。

（２）時間軸をもちいて説明する。　　Ａ　→　Ｂ

（３）本質論を用いて説明する。　　　Ａ　=　　Ｂ　　

　　　　　　Ａといわれている現象。→　その本質・実態はＢである。

■章の構成
①Ｘ章→（必要に応じて節）→●小見出し（●印、■印、とか、ゴシックにする）
②章の分量は、全体が10枚としたら、２〜３枚程度

③各章の分量のバランスは、同じである必要はないが、格差で２〜３倍が限度

④１頁の文字数は、見やすい文字数にする。

　　　40字×20行（800字）　　あるいは、　40字×30行（1200字）

⑤活字のポイントは、11ポイントか、10.5ポイント

⑥余白は、上下が、25〜30ミリ　　　　左右が、25〜30ミリ程度　がよい。
⑦本文の下にページ番号を入れる。
■引用文や注のつけかた

①〈文章内で引用文／参考本を記述する場合〉

※本文中に著者・書名・発行年・ページを書いてしまう。⇨読みやすい。


・・・・「・・・引用文書・・・」（吉見俊哉、1994、152-154頁）・・・・・・


・・・・『メディア時代の文化社会学』（吉見俊哉、1994）・・・・






▼


そして、章末または論文の終わりに参照文献の一覧をつける。

②〈本文内に注番号のみをつける場合〉

※本文中の註の場所かその文の終わりに番号をつける。



・・・・・・・・。⑴






▼

※そして、章末または論文の終わりに〔参照文献も（註）に入れて網羅する。〕



例　　　　　　　（註）





■参考文献の書き方

①最近の書き方：著者（発行年）『本のタイトル』出版社　

②論文の場合：著者（発行年）「論文名」、本の編集者『本タイトル』出版社
〈和書の場合・本と雑誌〉

加藤晴明（2012）『自己メディアの社会学』リベルタ出版
加藤晴明（2007）「コミュニティ放送の事業とディレンマ」田村紀雄・白水繁彦編著『現代地域メディア論』日本評論社

加藤晴明（2011）「メディア・近代・自己」『中京大学現代社会学部紀要』第４巻第２号中京大学現代社会学部

〈翻訳書の場合〉

Charles Fairchild(2001), Community Radio and Public Culture, Hampton Press.

Edward T.Hall.(1959): The Silent Language, Doubleday and Company = （1969）國弘正雄他訳『沈黙のことば』南雲堂

Edward T.Hall.(1966): The Hidden Dimension, Doubleday & Company = （1970）日高敏隆・佐藤信行訳『かくれた次元』みすず書房
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